
                            
                                                                  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

魚種 産地 

★毛ガニ 石川 

★ホタルイカ 富山、兵庫、山陰 

★白エビ 富山 

★イイダコ 石川 

★メバル 

（ハチメ） 石川、福井 

★アマダイ 長崎、福岡、石川 

３、4 月の主の魚 

 「0２年に近畿大学が世界で初めてマグロの完全養殖に成功。」希少な魚を

安定供給できる夢の技術として注目されましたが、今、その技術がほぼ消滅

状態に陥りそうです。その理由は完全養殖の採算の悪化です。近年、天然資

源の徹底した管理が行われた結果、マグロ資源回復が顕著になり漁獲枠も広

がりました。その影響で完全養殖需要が減少しており、餌代も高騰している

ことから養殖業者としては厳しい判断を強いられています。一方、天然の幼

魚を肥育して出荷する「畜養」は継続される方向。完全養殖は卵の状態から

育てるためコストも大。通常は２～３㎏の天然の稚魚を 3～4 年育てて出荷

しますが、完全養殖の場合、最低でも 5 年はかかるそうです。養殖業者 2 社

は撤退。マルハニチロの生産は 8 割減となるようです。 

能登地区からの入荷状況等のお問い合わせは営業担当ま

でお願い致します。 

◎地元の毛ガニの入荷があります。ズワイガニ漁が 

3 月 20 日終了すると値も上がってきます。 

◎ホタルイカ、白エビの漁が３月から始まります。解禁当

初は割高で推移します。 

◎イイダコ 例年数量が少なくなっています。 

◎メバル 刺し網漁のシーズンですが、入荷が本格化する

のは 4 月頃の予想です。 

◎アマダイ 九州、山陰、石川からの入荷。量は少な目。 

トランプ米大統領の関税交渉は様々なところで影響が出そうです。カナダ

やメキシコからの輸入品の関税には２５％。中国からは１０％の追加関税と

いうことで、海産物も例外ではありません。カナダ産のものについて（特に

オマール）は米国行き分がダブつくとの予想。また、メキシコ産 ブラウン

エビは自国消費は増えている一方で、大型は価格が高く、米国や日本に輸出

されていましたが、米国向きは関税の影響で日本向けとなり、値下がりする

のではと味方です。 

 

 

 

 

 

◎その他 甘エビ は 4 月に入って

くると、脱皮の時期を迎えます。新

エビは殻が柔らかいので、品質には

気を使う時期です。 

 

 

マルハニチロは今後の環境悪化

にも対応できるよう、完全養殖事

業を続けていく方針。 


